
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

今冬の大雪・暴風雪に関する取組

北海道開発局ホームページへはこちらから。

北海道開発局長記者会見資料
令和７年１１月２７日
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降雪 積雪

北海道における近年の気象状況

△《帯広》 降雪観測状況※気象庁アメダスより

○ 気象庁のアメダス観測地点（120箇所）での、過去10年間の降雪量観測において、統計開始以来最多となる降雪
量を記録した観測地点が全体の62箇所（約52％）と、各地で大雪等となっている。

○ 昨冬は、十勝地方で令和7年2月3日からの降雪により、帯広では12時間降雪量としては、国内観測史上1位となる
120cmを記録する大雪となり、交通障害や日常生活に大きな影響が発生。

■統計開始以来最多となった地域

※気象庁HPより、各観測所がある市町村を対象
（対象期間：2016～2025年の10年間）

※気象庁HPより、各観測所がある市町村を対象
（対象期間：2016～2025年の10年間）

・最多記録数 ： 62箇所
うち昨冬 ： 11箇所

・観測地点数 ： 120箇所
・割 合 ： 51.6％

うち昨冬 ： 9.2％

凡例凡例

◆最多を記録した市町村◆最多を記録した市町村
※気象庁HPより、統計は1979年より30箇所で観測を開始※気象庁HPより、統計は1979年より30箇所で観測を開始

※気象庁HP公開データを北海道開発局が独自に集計※気象庁HP公開データを北海道開発局が独自に集計

■令和７年２月３～４日の大雪の状況

◆今冬に最多を記録した市町村◆今冬に最多を記録した市町村

R7.3.17～18【吹雪】
道東を中心に吹雪による通行止め
【延べ12路線17区間L=396km】

2月3日 2月4日

12時間降雪量
国内観測史上最大となる120cmを記録

△2月3日18時からの24時間降雪量

※札幌管区気象台HPより

気象庁観測所の
8箇所で連続降雪量
観測史上1位を更新

時間降雪量
cm

連続降雪量
cm

１

時間

△2月4日の帯広市内の様子



今冬の取組のポイント

① カーナビへの大雪時の情報等の発信【New】

② レバンガ北海道との共創による広報活動【New】

③ 道路利用者等へのお願い

① 予防的通行止めの実施と緊急車両の通行確保

② 自治体への道路除排雪作業の支援（帯広市）

３ 防災情報等の活用とお願い

１ 除雪体制の確保

① 国道の除雪体制と自治体への支援体制

② の取組（ＩＣＴ除雪機械の配備状況）

２

２ 大雪・暴風雪時の対応



○ 直轄国道除雪区間延長はL=6,881km。153箇所の除雪基地と1,077台の除雪機械（内、11台は広域支援用除雪機械）を
配備した除雪体制の確保。

○ 自治体への支援体制として、小型除雪機（ハンドガイド式）を142台配備。

（除雪基地）

開発建設部

開発事務所
道路事務所
除雪ステーション

【 凡例 】

１．除雪体制の確保

①国道の除雪体制と自治体への支援体制

除雪基地・機械配置状況
除雪延長 ６，８８１ｋｍ
除雪基地 １５３箇所
除雪機械 １，０７７台

建設部別除雪延長及び除雪基地数
( )書は、ダブル区間で外数

※ステーションには事務所分庁含む

３

広域支援用除雪車の配備台数

５台10t級、6×6、IGSM除雪トラック

１台4.0m級除雪グレーダ

３台2.2m級ロータリ除雪車

１台2.6m級

１台一車線積込型

１１台合計

ステーション
［箇所］

札幌
(57,851)

24 5 19
960,580

部局名
除雪延長
［ｍ］

基地数
［箇所］ 事務所

［箇所］

函館
(85,660)

16 3 13
646,819

小樽
(17,147)

15 3 12
475,386

旭川
(37,180)

15 3 12
723,065

室蘭
(60,170)

14 5 9
643,209

釧路
(30,534)

18 4 14
888,638

帯広
(80,656)

15 3 12
669,276

網走
(19,324)

17 4 13
913,360

留萌
(26,922)

10 2 8
261,593

稚内
(26,155)

9 2 7
257,849

合計
(441,599)

153 34 119
6,439,775 小型除雪機の活用状況（留萌市）



② の取組（ＩＣＴ除雪機械の配備状況）

札幌：札幌道路事務所

国道337号石狩市花畔

小形除雪車

小樽：倶知安開発事務所

国道5号目名峠

ロータリ除雪車

小樽：倶知安開発事務所

国道5号目名峠

除雪トラック

室蘭：日高道路事務所

国道274号日勝峠

ロータリ除雪車

帯広：帯広道路事務所

国道274号日勝峠

ロータリ除雪車

旭川：富良野道路事務所

国道38号狩勝峠

ロータリ除雪車

札幌：深川道路事務所

E62深川・留萌自動車道

ロータリ除雪車

札幌：深川道路事務所

E62深川・留萌自動車道

除雪トラック

網走：北見道路事務所

国道243号美幌峠

ロータリ除雪車

網走：遠軽開発事務所

国道333号北見峠

ロータリ除雪車

釧路：中標津道路事務所

国道334号知床峠

ロータリ除雪車

網走：網走道路事務所

国道334号知床峠

ロータリ除雪車

留萌：留萌開発事務所

E62深川・留萌自動車道

ロータリ除雪車

【凡例】

R7

１．除雪体制の確保

ロータリ除雪車
令和7年度配備

除雪トラック
令和7年度配備

小形除雪車
令和7年度配備

ロータリ除雪車
過年度配備済

除雪トラック
過年度配備済

R7 R7 R7 R7

４



２．大雪・暴風雪時の対応

①予防的通行止めの実施と緊急車両の通行確保
○ 数年に一度の猛ふぶき等が予想される場合は、車両の大規模な立ち往生の発生による通行止めの長期化を防ぐため

早い段階で躊躇のない通行止めを実施。通行止め実施後は、集中的な除雪により早期の交通解放を行うことで、住民
生活や社会経済活動への影響を最小化します。

■予防的通行規制区間（26区間）

災対法に基づく車両移動
大規模災害時には、緊急車両の通行

を確保する必要がある場合に、災害対
策基本法に基づき、道路管理者が区間
を指定し、自ら放置車両・立ち往生車
両等の移動を行います。

国道38号での立ち往生の発生状況

５



６

◯令和7年２月３日（月）からの降雪により、十勝地方では大雪となり、帯広市では12時間で120cmと、
国内観測史上最大の降雪量を記録し、市民生活に大きな影響が発生しました。

◯帯広市からの要請を受け、除雪ドーザで市道から国道へ押し出された雪の運搬排雪支援や、除雪機械
等の派遣による市道の道路除排雪支援を行いました。引き続き、自治体からの要請に基づき道路除排
雪支援を実施します。

①市道から国道への雪の押し出し ②③国道の運搬排雪に合わせ積み込み･運搬

■連携除雪（スクラム除雪）の実施 ■除雪機械等の派遣による道路除排雪支援の実施

２．大雪・暴風雪時の対応

②自治体への道路除排雪作業の支援（帯広市）

自治体にて運搬排雪作業を行う機械（ロータリ除雪車やダンプトラックな
ど）の手配が困難な場合や排雪する市町村道が隘路で運搬排雪作業が困難な場
合に、国道に接続する市町村道を対象に、国道の運搬排雪作業に合わせ、市町
村道から国道へ雪を押し出し、国道運搬排雪にて排雪作業を行う支援。

市道西５条通線除排雪作業

市道西12条南乙線除排雪作業



○ これまでも大雪や暴風雪による悪天候が予想される際は、関係機関との連携による「暴風雪に対する緊急発表」の報
道発表等により、不要不急の外出を控えるよう呼びかけを実施してきました。

○ 新たな取組として、「数年に一度の暴風雪」や「記録的な大雪」等の悪天候が予想され、関係機関との連携による報
道発表を行う場合に、不要不急の外出を控えるようカーナビへ情報発信を行う取組を開始します。

■情報発信内容（例）
① ○月○日から○○地方で大雪の恐れ

不要不急の外出は控えてください

３．防災情報等の活用とお願い

①カーナビへの大雪時の情報等の発信【New】

■関係機関と連携した記者発表

■これまでの対応

イヤチェーン装着徹底の呼びかけ
• 悪天候時の車での外出控え、大型車のタ

イヤチェーン装着徹底の呼びかけ

悪天候予測時・警報等発表時

発信内容

・ラジオ放送による不要不急の外出を控えるこ
とへの協力を呼びかけ

■(公財)日本道路交通情報センターとの連携

■新たな取組

② ○○地方で大雪警報発表中
不要不急の外出は控えてください

※注：カーナビの機種によっては、「直ちに命を守る行動をとってください」の表示のみ

緊急情報
○月○日から○○地方で大雪の恐れ
不要不急の外出は控えてください

JARTICへ
情報発信

VICSセンターを
経由し発信エリア内の
カーナビへ情報発信

７

▲カーナビへの表示イメージ



○ これまでも新聞広告にて安全な冬道走行のための準備や大雪・暴風雪への備えについて、広報活動を実施し
てきました。

○ 今冬は、これまでの取組に加え、連携協定を締結しているレバンガ北海道との共創の取組として、折茂社長
や選手によるX(旧Twitter)での広報活動を実施します。

■これまでの対応

新聞広告による広報活動

主な内容
○冬道の準備

冬道運転に備えた早めのタイヤ交換（10月25日掲載）

■新たな取組

○多くの方が利用するX(旧Twitter)による情報発信

○レバンガ北海道の情報発信力を生かし、より多くの道路利用者へ情報発信

○レバンガ北海道公式X (旧Twitter)でのリポストによる発信力の向上

８

３．防災情報等の活用とお願い

②レバンガ北海道との共創による広報活動【New】

○大雪・暴風雪への備え
悪天候時の出控えへの
協力や外出時の備え

(1月上旬）

○安全・快適な道路利用
除雪作業への協力やチェ
ーンの携行

（12月上旬）

引き続き以下の広報活動を予定



〇市街地の除雪作業は、快適・安全な朝の通勤通学のために、交通
量の少ない深夜から早朝にかけて作業を行いますので、除雪作業
に伴う振動や騒音の発生にご理解をお願いします。

〇路上駐車は、円滑な除雪作業の妨げになりますので、ご遠慮くだ
さい。

〇車道や歩道への雪出しは、交通事故の発生や車・歩行者の通行の
障害となる場合がありますので、自宅内の雪は道路に出さないでくださ
い。

〇大型の除雪機械により除雪作業を行うため、玄関前等に一部の雪
が残ることがあります。除雪作業後の残雪処理は、各ご家庭等、
ご使用者にて実施していただくよう、ご理解をお願いします。

〇市街地の交差点、郊外部の坂などに砂箱を設置しています。
路面が凍結している場合には、砂まきにご協力をお願いします。

９

３．防災情報等の活用とお願い

③道路利用者等へのお願い



●立ち往生してしまった場合は、ハザードランプ点灯や停止
表示板等により、停車していることが他の車や周囲にわかる
ように表示。

●警察・消防等に救助を求める場合は、出来るだけ位置を
正確に伝える。
※国道での位置は、道路脇の1km置きに設置された標識を確認。

※警察署、消防署へ救助を求める場合 ： １１０／１１９
JAFロードサービスへ救助を求める場合 ： ０５７０-００-８１３９

（＃８１３９）

立ち往生し救助を求めるときは

立ち往生して車内で救助を待っているときは

●車で走行中に立ち往生してしまい車内で救助を待つときは、低体温症や凍傷、排気ガスによる一酸化炭素中毒に
ならないように十分注意が必要です。

外出の際は以下の備えを

※上記は備えの一例であり、天候等に
合わせた万全な備えをお願いします。

※窓を開けていても風向や窓の開度等の条件によっては、一酸化炭素中毒の危険性があります。

スコップ

ブースター
ケーブル

スノーヘルパー けん引ロープ

防寒具

手袋

毛布

スノーブラシ長靴
モバイルバッテリー
車載充電器

十分な燃料補給

〇 暴風雪による大雪や猛吹雪、吹きだまりにより「立ち往生」などの可能性がありますので、不要不急の外出はお控え下さい。
〇 やむを得ず自動車を利用し外出する場合には、ヘッドライト点灯、防寒対策などの事前の備えを十分に行うようお願いします。

また、大型車はスタッドレスタイヤでも走行できない恐れがありますので、タイヤチェーンを必ず携行・装着して下さい。
〇 安全な走行が困難な場合は無理をせず、最寄りの「SA・PA」や「道の駅」等で、天候回復を待つなど、早め早めの対応を

お願いします。

１０

３．防災情報等の活用とお願い

③道路利用者等へのお願い


